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第１２回：南極観測と日本南極観測隊
の話（ちょっと昔）

• 日本の南極観測が始まってから5２年目

　　　　極域海洋学入門
　 2008年1月8日

南極観測の歴史

• 1956年 1次隊 砕氷船「宗谷」にて昭和基地を建設
• 1957年 2次隊 「宗谷」接岸不能のため越冬断念
• 1958年 3次隊 昭和基地再開　タロ・ジロ生存確認　
• 1959年 4次隊 昭和基地で福島紳隊員遭難死亡
• 1961年 6次隊 昭和基地閉鎖
• 1962-64年 （休止） 　 　
• 1965年 7次隊 砕氷船「ふじ」就航　
• 1983年 25次隊 「しらせ」南極に就航　
• 1987年 29次隊 日本隊で初の女性隊員参加（夏隊）　
• 1990年 32次隊 私が参加
• 1997年 39次隊 女性隊員が初越冬、青木氏が参加
• 2007年 49次隊 11月14日出航(しらせ最後の航海）
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観測隊員のスケジュール （３２次の例）

• 1990年3月冬山訓練（乗鞍岳）：身体検査
• 1990年6月夏訓練（菅平）：隊員正式決定
• 1990年8－10月極地研隊員室にて準備
• 1990年11月14日 しらせにて出航（晴海埠頭より）
• 1990年12月1日 フリーマントル（オーストラリア）寄港
• 1990年12月21日南極大陸に上陸（あすか基地）
• 1991年1月7日昭和基地に到着：建築作業
• 1991年2月10日越冬交代（31次から32次へ）
• （1年間の昭和基地越冬）
• 1992年2月10日越冬交代（32次から33次へ）
• 1992年2月20日 しらせにて南極より出発
• 1991年3月24日シドニーに到着（シドニーにて休暇）
• 1992年3月30日日本に到着
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海氷（流氷）と氷山とは違う！

海氷＝海水が凍ったもの
　　　少し塩っ辛い

氷山＝南極などで厚く積もった雪が圧縮され
　　　てできた氷(氷河)が海に流れ出たもの
　　　真水が凍ったもので塩っ辛くない
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高密度水の形成
海氷生成の際に高塩分（従って高密度）の水（ブライン）が排出され重い水

ができるため、それが海洋の底層や中深層に潜り込む。

南極沿岸ポリニヤ→南極底層水（世界で一番重い海水）

海氷の気候システムに果たす役割
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南極昭和基地沖の沿岸ポリニヤ

（１９９１年 ９月）

定着氷

定着氷

ポリニヤ
ポリニヤ

ウェッデル海
南極底層水の生成域

水温 塩分
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海底におけるポテンシャル温度〔℃〕

年間海氷生産量
のマッピング

(気候値: 1992-2001)

生産量 NO 1

生産量 NO 2

ケープダーンレー

ロス海Tamura et al., in prep.

昭和基地
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南極で海氷生産量NO.2の沿岸ポリニヤを
昭和基地東方に発見、

第4の底層水生成域か？
－ケープダンレー沖でのポリニヤ形成・

　海氷生産過程・南極底層水生成の集中観測－

(50E)

(60E)

(65S)

(70S)
南極大陸

AVHRR ch4: 2000年9月

ダーンレー岬ポリニヤ

南極海

第4の南極底層水形成域？

直接海氷生産量を計る（世界初）：ＩＰＹ観測

氷厚計・ADCP・ＣＴ計
の係留観測昭和基地

(Jacobs and Georgi, 1977)

oxygen
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ADCP → 海氷漂流速度

Ice Profiling Sonar → 海氷厚

CTD + ADCP → 高密度水の動き

ダーンレー岬ポリニヤ観測
（2008年2月～2009年2月）

(Fukamachi et al., 2006)

・衛星の比較・検証データ

・海での高密度水形成と同時に

　海氷（ポリニヤ域での）を測る


